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（百万円未満切捨て） 

１．平成26年３月期第３四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期 36,294 9.1 2,886 13.6 2,895 13.4 1,602 11.5
25年３月期第３四半期 33,278 － 2,542 － 2,552 － 1,437 －

（注）包括利益  26年３月期第３四半期  1,605百万円（11.6％）  25年３月期第３四半期1,439百万円（－％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円  銭 円  銭

26年３月期第３四半期 82.97 82.61
25年３月期第３四半期 74.91 74.30
（注）平成25年３月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成25年３月期第３四半期の対前

年同四半期増減率については記載しておりません。 
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期 30,686 18,474 60.2 
25年３月期 27,837 17,318 62.2 

（参考）自己資本    26年３月期第３四半期  18,470百万円  25年３月期  17,312百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

25年３月期 － 0.00 － 24.00 24.00 
26年３月期 － 0.00 －  
26年３月期(予想)  24.00 24.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 

 
３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 49,247 7.7 4,246 14.5 4,208 13.1 2,175 5.8 112.63
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 

 



※ 注記事項 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
 新規 － 社（社名） 、除外 － 社（社名） 
  
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
  
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：無 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 

  
(4) 発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 26年３月期３Ｑ 19,906,600株 25年３月期 19,906,600株
②  期末自己株式数 26年３月期３Ｑ 576,586株 25年３月期 614,553株
③  期中平均株式数(四半期累計) 26年３月期３Ｑ 19,316,452株 25年３月期３Ｑ 19,187,351株

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了

しておりません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当

四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考）個別業績の概要 
１．平成26年３月期第３四半期の個別業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日） 
(1) 個別経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期 34,612 5.6 2,765 13.0 2,758 12.2 1,520 15.2
25年３月期第３四半期 32,771 7.2 2,448 14.7 2,458 14.5 1,320 23.4

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後
１株当たり四半期純利益

 円 銭 円 銭

26年３月期第３四半期 78.71 78.37
25年３月期第３四半期 68.80 68.24

 
(2) 個別財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

26年３月期第３四半期 30,209 18,238 60.4 
25年３月期 27,346 17,164 62.7 
（参考）自己資本    26年３月期第３四半期 18,233百万円 25年３月期 17,158百万円 
 
２．平成26年３月期の個別業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通      期 47,193 5.5 4,007 12.1 2,055 8.0 106.40
（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無  ：無 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の景気対策や日本銀行の金融政策によ

り円安、株高が進行し、輸出関連企業を中心に企業収益の改善が見られ、緩やかながらも回復基調

で推移いたしました。 

流通業界におきましても、一部の宝飾品や高級ブランド品等の高額品の売上が好調を維持するな

ど、消費回復の兆しが見られたものの、個人所得の伸び悩みや消費増税への不安感等から個人消費

は節約志向が続き、本格的な回復には至らないまま推移いたしました。 

このような状況下で、当社は積極的に40店舗の新規出店を行なうとともに、17店舗の退店、23店

舗の改装を行ない、店舗網の拡充、整備に努めてまいりました。 

売上高は、平成24年10月に子会社化した２社の貢献や新規出店効果等により、前年同期比9.1%の

増収となりました。メンズ・トラベルバッグは子会社２社の寄与により前年同期比13.0%の大幅な

増収となりました。また、財布・雑貨類のうち、取扱いを拡大している財布が同14.9%、催事の取

組みを強化しているインポートバッグが同14.3%、オリジナル商品の販売拡大に注力しているハン

ドバッグが同11.5%のそれぞれ増収となりました。一方、カジュアルバッグは同3.9%、財布・雑貨

類のうち、雑貨は同6.8%の減収となりました。 

また、売上高の伸長に加えて、商品粗利益率が前年同期比0.2ポイント向上し、販売費及び一般

管理費率が同0.2ポイント低下したため、営業利益、経常利益につきましても、前年同期に対して

それぞれ13.6%、13.4%の増益となりました。四半期純利益につきましても、経常利益の増加に伴い、

11.5%の増加となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は36,294百万円（前年同期比9.1％増）、営業

利益は2,886百万円（前年同期比13.6％増）、経常利益は2,895百万円（前年同期比13.4％増）、四

半期純利益は1,602百万円（前年同期比11.5％増）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

（総資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて2,849百万円増加

し、30,686百万円となりました。これは主に、現金及び預金が971百万円減少した一方で、商品

及び製品が2,746百万円増加、受取手形及び売掛金が553百万円増加したこと等によるものであり

ます。 

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,694百万円増

加し、12,212百万円となりました。これは主に、未払法人税等が591百万円減少した一方で、支

払手形及び買掛金が2,165百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて1,155百万円増加

し、18,474百万円となりました。これは主に、配当金463百万円の支払による減少があった一方

で、四半期純利益1,602百万円の計上等によるものであります。 

 

（自己資本比率） 

当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末に比べて2.0ポイン

ト減の60.2％となりました。 
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(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想については、平成25年５月９日に発表いたしました業績予想に変更はありま

せん。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

当社グループの報告セグメントは、単一セグメントであるため、セグメント情報について記載

しておりません。 
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